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 まつざき真琴県議は、九州７県

の日本共産党県委員会と九州沖

縄ブロック事務所の代表ととも

に６月３日、九州電力本社を訪

れ、全国の原発再稼働の突破口に

狙われている川内原発と、玄海原

発（佐賀県）の再稼働中止と申請

取り下げを求めました。 

 以下、主なやり取りと党の見解

を紹介します。 

重大事故が起きれば、約90分前後に格納

容器からの放射能漏れが始まる。一方、原発30㌔圏
の住民全員が圏外に出るまで玄海では約22時間、川
内では約29時間かかるとされた。そもそも避難計画
が成り立たないのに、どうして再稼働させるのか。 

事故が発生したとき、迅速な情報提供が

私どもの一番の役割。避難計画について、当社が何
をするのか、決まったものはない。 

原発運用中に破局的噴火の「可能性は十

分低い」とどうして言えるのか。気象庁の火山予知
連絡会には確認したのか。 

噴火履歴の特徴とかマグマだまりの状況

をもってその可能性は十分低いと評価した。気象庁
などからデータをもらう際に、モニタリングの考え
方とかを相談させてもらった。 
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